
年末・年始のごみ収集・資源回収のお知らせ

江戸川区環境部清掃課

※電話受付は12月29日日～1月3日金まで休止となります

粗大ごみ受付センター 03-6744-5700

※インターネット受付は年末年始も継続します

収集曜日

月・木曜日

火・金曜日

水・土曜日

12月30日

12月31日

12月28日

1月 6日

1月 7日

1月 4日

第1･3月

第2･4月

第1･3火

第2･4火

第1･3水

第2･4水

第1･3木

第2･4木

第1･3金

第2･4金

第1･3土

第2･4土

12月16日

12月23日

12月17日

12月24日

12月18日

12月25日

12月19日

12月26日

12月20日

12月27日

12月21日

12月28日

1月 6日

1月13日

1月 7日

1月14日

1月15日

1月 8日

1月16日

1月 9日

1月17日

1月10日

1月 4日

1月11日

12月30日

12月24日

12月25日

12月26日

12月27日

12月28日

1月 6日

1月 7日

1月 8日

1月 9日

1月10日

1月 4日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

年内とりおさめ 年始とり始め

回収曜日

（必ずお申し込みが必要です）

（月曜日から土曜日　午前８時から午後７時）

年内とりおさめ 年始とり始め

収集曜日 年内とりおさめ 年始とり始め
燃 や すごみ

資 源 回 収

粗 大 ご み

燃やさないごみ

年末・年始のごみ収集・資源回収は次のように実施いたします。
お住まいの収集日を確認のうえ、必ず指定された曜日の朝８時まで
にお出しください。　　※1/1水～1/3金は収集・回収を行いません。

令和6年度
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令和6年12月発行
第69号

江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の実現に向けてSDGsに積極的に取り組んでいます。

ここでも

ボランテ
ィア

ここでも

ボランテ
ィア

なぎさ和楽苑の「たんぽぽ」で活躍中！
関口 延子さんにインタビュー

なぎさ和楽苑の「たんぽぽ」で活躍中！
関口 延子さんにインタビュー

1 ボランティアとの出会い
　平成５年にグリーンパレスで行われた車いすの操作法講習会に参加したところ、た
またま近所に難病のお子さんがお住まいであることを知り、その家事を手伝ったこと
がボランティアとの出会いです。
　その二年後に、西葛西にある特別養護老人ホーム「なぎさ和楽苑」でボランティア活動
をしている「たんぽぽ」に参加し、代表の清水幸子さんや仲間の皆さんとともに活動を
始めて３０年が経ちました。
　また、西葛西の小学校や松江の中学校で難病のお子さんの授業を支援するボラン
ティア活動もやっていました。

2 「たんぽぽ」の活動
　「たんぽぽ」はコロナ禍の前までは、なぎさ和楽苑で“ボランティア喫茶”を毎週水曜日
と土曜日に自主運営していました。それぞれの入所者の状況に合わせてコーヒー、
アイスクリーム等を提供していました。
　また、入所者と一緒に平成庭園等に行ったり、近くの地域散策をしたり、リクリエー
ションのお手伝い、長寿を祝う集い、秋まつりの手伝い、区民まつりでの模擬店の手伝
いも続けています。行事以外では、皿洗い、植木の手入れも定期的に行っています。
　平成16年からは、「なぎさ☆キッチン」（子ども食堂）を「たんぽぽ」のメンバーと他団体
のメンバーが協力して、なぎさ和楽苑で手作りの夕食弁当を100個くらい作っています。
お子さんは100円、大人は300円いただいていますが、皆さんにたいへん喜んでもらって
いて、メンバーも献立から考えて手作りすることにやり甲斐を感じています。

3 出前ボランティアの活動
　「たんぽぽ」の代表代理として、江戸川区福祉ボランティア団体協議会の会議にも参
加しています。同会主催の「出前ボランティア体験」に１０年以上参加しており、車いす
の乗り方・押し方やガイドヘルプの体験の補助をしています。
　小・中学校の「総合学習の時間」に出向くのですが、児童・生徒の皆さんが生き生きと
して体験する姿を見て、私も活力をもらっています。

4 若いボランティアの育成を
　当初、「たんぽぽ」の活動は、近隣の中学生と一緒にボランティア活動をすることが目
的でした。年々中学生の参加が減り、さらにコロナの影響もあって、今では中学生の参
加がなくなりました。これからは近隣の中学校に声をかけ、再び一緒にボランティア活
動ができるようになればいいと思います。
　これからも自分のできることは継続したいのですが、ボランティアの高齢化に対し
ては、若い世代のボランティアの育成が益々重要だと考えています。

関口延子さん
（ボランティアセンターで）

「たんぽぽ」のメンバーの皆さん
（平成庭園で）

出前ボランティアにて

なぎさ和楽苑の入所者の皆さんと

の　ぶ　こ
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℡03-5662-7671（公財）えどがわボランティアセンターこのページのお問い合せ先

　当センターは江戸川区福祉ボランティア団体協議会とともに、標記の事業を実施しています。
　平成１２年度から始めたこの事業は障がい者への理解と誰もが住みやすい地域社会の実現を目指し、ボラン
ティアが区内の小・中学校を訪問して、児童や生徒が直接障がいをお持ちの方からお話を聴いたり、車いす・
ガイドヘルプ・手話などの体験をするものです。
　このたび、次のとおり、ボランティア【体験事業でのお話や運営スタッフ】を募集します。
資格などは必要ありませんので、ぜひご応募ください。

　障がいをお持ちの方は災害発生時、どのようにして避難したらよいのでしょうか。避難には自助、公助に加
え、互いに支え合う「共助」が何よりも大切です。本講座では障がいをお持ちの方と一緒に講義や体験を通し
て災害時の避難について学びます。共に助け合い、自分にできることを一緒に見つけましょう。

出前体験事業のボランティアを募集

みんなと考える「障がい」「災害」「助け合い」講座開催

※今後、内容や申し込みに関する具体的な情報は当センターホームページに掲載しますのでご覧ください。

【開催日時】  令和7年1月25日（土）13：00～16：00
【参 加 費】  無料
【主　　催】  江戸川区福祉ボランティア団体協議会

ガイドヘルプ体験 車いすの乗り方・押し方体験 手話体験

訪問先・実施回数

出前ボランティア体験事業の内容

ボランティアの募集

〇訪問先
区内小・中学校など（総合学習の授業）
〇実施回数
月１～２回程度。ご自身の都合に合わせてご参加
ください。

〇体験事業でのお話
　車いす利用の方や視覚・聴覚の障がいをお持ち
の方で、ご自身の実体験や誰もが住みやすい地域
社会の実現に向けての思いをお話いただける方

〇運営スタッフ
　同じ思いを持つボランティアの仲間とともに会場
となる体育館で体験の準備、体験中の補助、終了後
の後片付けをしてくれる方

〇障がいをお持ちの方のお話
〇生活便利グッズの紹介
〇車いす・ガイドヘルプ・手話
〇パラスポーツ（ボッチャ）
〇視覚障がい者の疑似体験
（目隠しでの似顔絵作成）
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タムスさくらの杜一之江
傾聴ボランティア募集

１　内　容 … 傾聴（利用者との交流・お話相手）
２　日　時 … 応募者の希望する日時

（10：00～16：30）の１時間程度
3　場　所 … タムスさくらの杜一之江

（一之江2-19-12）
4　交通手段 … 都営新宿線一之江駅より徒歩15分
5　募集人数 … 2～3名
６　交通費・食事 … 支給なし
７　申込み … 03-5678-9952　担当：小笠原

ファミリーセンター東京ベーテル
「子育てひろば」ボランティア募集
１　内　容 … 「子育てひろば」を運営、行事だけで

なく、日常的に参加を希望。子育て中
のパパ、ママと話をしたり、子どもの
遊び相手をする

２　日　時 … 10：00～16：00 １日2～3時間程度
※活動時間、回数は応募者の都合で
良い

3　場　所 … ファミリーセンター東京ベーテル
 (東葛西8-11-33)

4　交通手段 … 東西線葛西駅下車　徒歩15分
5　交通費 … 支給あり

（実費　区内在住・在学の方のみ）
６　持ち物 … エプロン、昼食（昼にかかる場合）
７　申込み … 03-3686-8350　担当：森木
８　ホームページ … http://tokyo-bethel.org

特別養護老人ホーム 暖心苑
ボランティア募集

　今までコロナの関係でボランティアの受入れを
休止していましたが、この度、受入れを再開しました。

１　内　容 … 入所者のレクリエーションや、日々の
お手伝い

２　日　時 … 9：00～18：00  応募者の都合で良い
3　場　所 … 暖心苑（北葛西4-3-16）　
4　交通手段 … 東西線西葛西駅から徒歩15分
5　募集人数 … 数名
６　交通費・食事 … 支給あり
７　申込み … 03-3877-0100

担当：藍野・簗場・青山・川崎
t.kawasaki720@gmail.com

介護付き有料老人ホーム
「グランダ小岩」ボランティア募集
１　内　容 … ホームで実施するリクリエーション

（書道、茶道、手芸、園芸、歌、楽器など）
への参加や入居者とのお話

２　日　時 … 月に一度、14：00～15：00
※相談のうえ決定します。

3　場　所 … グランダ小岩（西小岩1-8-13 ）
4　募集人数 … 1名、男女問いません
5　交通機関 … JR小岩駅徒歩7分
６　交通費・食事 … 支給なし
７　申込み … 「グランダ小岩」　担当：田邉

03-5693-7035
８　締め切り… 令和6年12月31日

ボランティア団体登録数

（令和6年10月末現在）

登録団体数：172団体
登録人数：3，819人

ボランティアの振興に、有効に使わせていただきます

●寄  付  あすなろ会  左眞紀一座   5,000円
市川特殊硝子（株）  10,000円

●使用済み切手  受領：37件/6.4Kg

9月・10月分

ボランティアさん募集情報 　募集情報の掲載を希望される施設や団体の方は、
ボランティアセンターまでご連絡ください。
TEL 03-5662-7671／FAX 03-3653-0740
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にんぎょうげきを披露にんぎょうげきを披露
　9月28日にグリーンパレスで、「江戸川ボランティアおはなしこばこ」に
よる“ にんぎょうげき”が上演されました。
　今回、同会の5人（山本さん、早川さん、泉さん、及川さん、八角さん）は、
「三びきのやぎのがらがらどん」をたくさんの親子の前で披露。
　この“にんぎょうげき”は毎回大好評で、参加した親子の皆さんは笑い
ながら劇を楽しんでいました。

　10月13日に都立篠崎公園で「第47回江戸川区
民まつり」が開催されました。当センターのブー
スでは「バルーンコーナー」と「手話体験コー
ナー」にたくさんの方々に来ていただきました。
　「バルーンコーナー」は行列ができ盛況で
した。「手話体験コーナー」も小さいお子さん
から熟年者まで多くの皆さんでにぎわいまし
た。ボランティア及びご来場の皆様ありがとう
ございました。

区民まつりのボランティアセンターのブースにご来場ありがとうございました区民まつりのボランティアセンターのブースにご来場ありがとうございました

手話コーナーのボランティアの皆さんバルーンコーナー
のボランティアの皆

さん

「あすなろ会左眞紀一座」の芸能ボランティアが2000回を迎えました「あすなろ会左眞紀一座」の芸能ボランティアが2000回を迎えました
　「あすなろ会左眞紀一座」（座長：塚本邦昭
さん）は昭和42年3月に発足し今年で57周年
を迎えました。
　9月21日に高齢者施設「アゼリーアネック
ス」（大杉2丁目）でクイズ、ダンス、マジック、
ギター演奏や歌を披露。入所している皆さ
んを笑いに包み、楽しませました。高齢者施
設を慰問する芸能ボランティア活動は、
2000回目となりました。あすなろ会左眞紀一

座の皆さん 芸能を披露

ひだり　ま　  き

園児にかわいい動物の折り紙をプレゼント園児にかわいい動物の折り紙をプレゼント

動物の折り紙 折り紙を手に大喜びの
園児たち

　９月３０日に葛西第二おひさま保育園（杉本
奈緒美園長）に折り紙を２３枚お届けしまし
た。これは大杉にお住いの中山友莉子さん
からの寄贈で、ポケットにハートをあしらっ
た可愛い動物の図柄の折り紙です。いつも
心を込めて折ってくれる中山さんからは、
「子どもたちにプレゼントです。」というメッ
セージが添えられていました。園児たちは
とても喜びながら、楽しそうに選んでいま
した。

ゆ　り　こ



チケットのお申込み・お問合せ バリアフリー
サービス

発売日の表記について 各プレイガイドのご案内

■	電　話（9:00〜21:30）　
03-3652-1106

■	ホームページ（24時間受付）
	 	https://edogawa-bunkacenter.jp

チケットのお引取り方法
①江戸川区総合文化センター窓口
②江戸川区内公共施設
（区民館、コミュニティ会館、スポーツ施設など）
③セブン - イレブン（別途手数料がかかります）

●車椅子席・同伴者席は、窓口・電話のみの販売です。
●江戸川区民先行販売のお取扱いは、窓口・電話のみです。
●表示価格はすべて税込表記です。
●掲載されている公演チケットが完売の際は何卒ご容赦ください。

こちらのマークがある公演は、
下記のホームページからチケットを
ご予約いただけます。

	 チケットぴあ
	 https://t.pia.jp
	 ローソンチケット
	 https://l-tike.com
	 イープラス
	 https://eplus.jp

江戸川区総合文化センター
では、皆さまに安心して施
設をご利用いただけるよ
う、様々な取り組みを行っ
ております。詳しくは窓口
までお気軽にお問合せく
ださい。

●身障者用駐車場
●車椅子貸し出し
●車椅子席・同伴者席
　の設置など

【電話・ホームページ・各種プレイガイド】10:00～発売
初日 発売初日の窓口販売はございません。

…サポーターズ・クラブ会員の方
	 対象の先行発売
…江戸川区内在住・在勤・在学の方
	 対象の先行発売
…一般発売、プレイガイド発売

サポーターズ

江戸川区民

一　  般

江戸川区総合文化センター

イベントガイド
江戸川区総合文化センター
TEL.03-3652-1111（代表）
FAX.03-3655-9935
〒132-0021 東京都江戸川区中央4-14-1
https://edogawa-bunkacenter.jp

 2024  2025
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最新の情報は
「江戸川区総合文化センターHP」
でご確認ください。江戸川区総合文化センター指定管理者サントリーパブリシティサービスグループ　2024年11月20日発行

■出演 天童よしみ　荻野目洋子　菊池桃子　秋川雅史
■司会 野村邦丸（文化放送パーソナリティ）
 坂口愛美（文化放送アナウンサー）

2025. 1.25 【土】大ホール	 	 16：30開演 全席指定  7,500円
・未就学児の入場はご遠慮ください。

絶賛発売中 ！



フィルハーモニクス
ウィーン＝ベルリン

ウィーン・フィル、ベルリン・フィルの首席奏者をはじめとする、超一流アーティスト7人で
結成された極上のアンサンブル。クラシック音楽の超絶テクニックをベースに、ジャズ、
ロック、スウィング、ラテンや民族音楽まで多彩な音楽を融合させ、唯一無二のサウン
ドをお届けします。聴く人を夢中にさせるトップ・プレイヤーたちが贈る最高のクリスマ
スをお楽しみください。

■曲目（予定） メリー・リトル・クリスマス、戦場のメリークリスマス、
  ハンガリーのクリスマス・チャルダッシュ  ほか

第159回 江戸川落語会

第160回 江戸川落語会
出張落語 in タワーホール船堀

絶妙な言葉遊びで客席を笑いに誘う人気落語家、桃月庵
白酒、丁寧かつ切れ味鋭い巧みな話芸で落語界をけん引
する実力派の柳家三三。親しみのある独特の語り口が唯
一無二の存在感を放つ林家きく麿に登場人物の軽やかな
演じ分けが見事な春風亭一花といった人気・実力・華を
兼ね備えた噺家でお届けします！

江戸川落語会が160回を迎えます！今回
は趣向を変えて、タワーホール船堀で開催
します。出演は人気落語家•柳家喬太郎と
三遊亭白鳥による二人会でお届けします。
どんな話が飛び出すのか！？乞うご期待！

■出演 桃月庵白酒　柳家三三
 林家きく麿　春風亭一花

■出演 柳家喬太郎　三遊亭白鳥

春風亭一花

三遊亭白鳥柳家喬太郎

林家きく麿

柳家三三桃月庵白酒

福間洸太朗リサイタル
〜ピアノで奏でる欧州夜の旅〜
日本デビュー20周年を迎えるピアニストの福間洸太朗。
数々の名曲を旅する気分でお楽しみください。
■曲目 
ショパン：幻想ポロネーズ
ドビュッシー：『ベルガマスク組曲』より 月の光
モーツァルト：アイネ・クライネ・ナハトムジーク（福間編曲） ほか
■出演 福間洸太朗

2025.1.11 【土】小ホール	 15：00開演
全席指定  4,000円 ・未就学児の入場はご遠慮ください。

絶賛発売中 ！

福間洸太朗  
ⒸShuga Chiba

12.13 【金】小ホール	 18：30開演

・未就学児の入場はご遠慮ください。
全席指定  3,700円

絶賛発売中 ！

〈江戸川区総合文化センター SDGs関連企画〉

江戸川スペシャル・コンサート！
世界屈指のヴィルトゥオーゾが贈る、世界のクリスマス

12.15 【日】大ホール	 14：00開演

・未就学児の入場は
ご遠慮ください。

全席指定  S席7,000円  A席6,000円  B席4,500円
18歳以下無料＊  同伴保護者半額（A席3,000円）＊

＊上限、条件あり。詳細は江戸川区総合文化センターHPをご覧ください。

絶賛発売中 ！

ⒸMax Parovsky

2025.3.13 【木】タワーホール船堀	大ホール	 18：30開演

・未就学児の入場はご遠慮ください。
全席指定  3,700円

気に入ったボックスアートを受け取る
ことができるユニークな展覧会です。
誰かが作った世界が、誰かの日常の一
部になる、〈この世界に自分以外の他
者がいること〉について、この展覧会
で感じてみませんか？

展示期間

中央ロビー		8：30〜22：00  入場自由・無料
11.21【木】→12.22【日】
皆様から募集した〈ボックスアート〉作品を
ロビーに展示します。気に入った作品があれ
ば後日持ち帰ることができます。

展覧会

授賞式

箱の中に自分を表現してみよう	
箱の中にある他者の気持ちを受け入れてみよう

ワークショップ

［助成］	文化庁　劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業

えどがわ
BOXART展

公式ホームページ
▼

日比野克彦

日比野克彦ワークショップ
～ボックスアートで授賞式の会場づくり～

第4回えどがわBOXART展授賞式

BOXART展の企画・監修の日比野克彦さんと一緒に、ボックスアートを作り
ませんか？できあがった作品は、当日行われる授賞式の会場に飾られます。

「江戸川区長賞」および「日比野克彦賞」の受賞を
行います。壇上では、日比野さんが制作者自らイン
タビューして、作者の世界を深堀します！

12.14【土】 11：30〜13：003F	研修室

12.14【土】 14：00〜2F	会議室

■参加費 1,000円（事前予約）  ■定員 20名  ■申込方法 Webまたは電話
※持ち物などの詳細はホームページをご覧ください。

どなたでもご覧いただけます。
どなたでもご覧いただけます。 サポーターズ 12.1発売

 江戸川区民 12.1発売
 一　  般  12.8発売



島津亜矢

幼少の頃より数々のグランプリを⼿にした演歌の申し⼦。ステージ
では演歌のみならず洋楽・Jポップと抜群の歌唱センスを披露します!
■出演　島津亜矢　 
■主催　東京労音

島津亜矢 
歌怪獣襲来ツアー2025

2025.1.18 【土】大ホール
・未就学児の入場はご遠慮ください。
・小中学生チケットをお求めの方は
	 Ro-Onチケット（047-365-9960）へ
お問い合わせください。

全席指定  8,000円

絶賛発売中 ！

①11：30開演 ②15：30開演

レストランのご案内

「ボリューム満点」「立食向け」等お客様のご希望に合わ
せたお料理を、心を込めてご用意させていだきます。
飲み放題プランもございますので、忘年会や新年会に是
非ご利用くださいませ。
時間や料金について等、お気軽にお問い合わせ下さい。

マイク貸し出し無料 貸切利用 大人数立食

当店では、夜のご宴会をお受けしております

営業時間 11：00〜18：30（ラストオーダー18：00）
お食事　喫茶　『百花百兆』	TEL.03-3653-2935
営業時間は日によって変更する場合がございます。

交通のご案内

■ JR総武線 新小岩駅南口
  ［ 徒歩 ］約15分　［ バス ］③④番乗り場　都営バス〈新小22〉葛西駅前行き、
   〈新小21〉西葛西駅前行き「江戸川高校前」下車約4分
■ JR総武線 小岩駅南口
  ［ バス ］④番乗り場　京成タウンバス〈小74〉小松川警察署行き
  都営バス〈錦27〉両国・錦糸町駅行き「江戸川文化センター前」下車１分
■ 駐車場 普通車244台　1時間200円　以降1時間ごと100円

江戸川区総合文化センター友の会 「サポーターズ・クラブ」
江戸川区総合文化センター友の会「サポーターズ・ク
ラブ」は会員を募集中です。江戸川区総合文化セン
ターの主催公演（一部をのぞく）のチケット先行発売
の特典つき。メールマガジンで最新情報をお届けし
ます。窓口・電話・ホームページからお申込できます。

入会金・年会費　無料

チケット先行発売
メルマガで最新情報

情報紙「イベントガイド」・
主催公演のチラシ送付
別途、送料1,000円／1年。
ご希望の方はお問合せください。

■ 12/17（火）、1/15（水）は全館保守点検日です。レストランはご利用いただけません。
【休館情報】
■ 12/16（月）、1/14（火）は館内設備点検のため、全館休館いたします。駐車場は第2

駐車場のみご利用いただけます。
■ 12/28（土）～1/4（土）は休館いたします。レストラン及び駐車場はすべてご利用でき

ません。

お知らせ

～ホームページで施設を紹介しています～

当館のホームページで大小ホールや各諸室について、みなさまの
「知りたい」を掲載しています！施設写真のほか、各所の長さ・高さ・
奥行きなどもご覧いただけます。

広告

季節のお便りコンサート
「歌謡曲の来た道」スペシャルプログラム

時代を越えて歌い継がれる名曲の数々をアンサンブル・オールウェイズの歌声で辿る「歌謡曲の来た道」。
大ホールに響く懐かしいメロディを皆様の思い出と一緒にお楽しみください。

大正、昭和、平成と時代を彩った懐かしの名曲たち

■曲目（予定） 女心の唄、ジョニィへの伝言、
　恋のバカンス、聖母たちのララバイ、時代、
　いい日旅立ち、花の街、君をのせて  ほか
■出演 指揮  清水史広　
　アンサンブル・オールウェイズ  ほか

12.21 【土】大ホール	 14：00開演

	・未就学児の入場はご遠慮ください。
全席自由  1,000円（ 当日、会場にてお支払いください）

予約不要



江戸川区総合文化センター
イベントスケジュール

小 小ホール

自 自由席指 指定席

会 会議室 和 和室

ロ ロビー

展 展示室
大 大ホール 研 研修室

レ レストランギャ 展示ギャラリー 全館全

窓口にてチケット取扱い2024年10月10日現在、掲載を希望された主催者の催事情報です。詳細は各主催者までお問合せください。

2024 2025

12-1

展示
会期 催事内容 開始〜終了時間 場所 入場料 お問い合わせ先

11/21（木）〜12/22（日） 主催  第4回えどがわBOXART展 8:30～22:00 ロ 無　料 江戸川区総合文化センター  03-3652-1106

11/29（金）〜12/5（木） 環境をよくする絵画コンクール
中央地区入賞作品展示

9:00～21:45
（最終日～13:00） ギャ 無　料 生活振興部区民課地域サービス係 

03-5662-6816

12/6（金）〜12/15（日） 牧本隆展 水彩・木炭画 9:00～21:45
（初日13:00～/最終日～17:00） ギャ 無　料 牧本隆  080-1385-8855

広告

12月
公演日 公演名 開演時間 場所 入場料 お問い合わせ先

1（日） 法政大学応援団吹奏楽部・チアリーディング部 
第60回定期演奏会 15:30 大 自 無　料 法政大学応援団  

Xアカウント @hoseiouen_teien
4（水） 第76回人権週間行事 講演と映画のつどい 13:20 小 自 無　料 株式会社明日葉  070-8702-2798

6（金） 主催  陸上自衛隊中央音楽隊 
 クリスマス・コンサート2024 in 江戸川 18:30 大 指 無　料  ※要チケット  受付

終了 江戸川区総合文化センター  03-3652-1106

8（日） 第45回江戸川区音楽祭 12:00 大 自 無　料 江戸川区音楽協議会  加藤  03-3610-5154

13（金） 主催  第159回江戸川落語会 18:30 小 指 3,700円 江戸川区総合文化センター  03-3652-1106

13（金） 滋慶学園COMグループ社会貢献ミュージカル 
明日への扉

①13:00 
②18:00 大 指

一　般：10,000円 
在校生関係者：6,000円 
卒業生：4,000円

明日への扉実行委員会  0120-532-304
14（土） 14:00

14（土） 主催  第4回えどがわBOXART展 ワークショップ 11:30 研 自 1,000円　要予約 江戸川区総合文化センター  03-3652-1106

14（土） 主催  第4回えどがわBOXART展 授賞式 14:00 会 自 無　料 江戸川区総合文化センター  03-3652-1106

15（日） 主催  フィルハーモニクス ウィーン＝ベルリン
 世界のクリスマス 14:00 大 指

S席：7,000円　
A席：6,000円　
B席：4,500円

江戸川区総合文化センター  03-3652-1106

21（土） 主催  季節のお便りコンサート 
 スペシャルプログラム 14:00 大 自 1,000円　予約不要 江戸川区総合文化センター  03-3652-1106

22（日） 第28回シニアバトントワーリングフェスティバル 16:30 大 指 前売券・当日券：2,000円 東京都バトン協会  
https://tokyo-baton.org/

1月
公演日 公演名 開演時間 場所 入場料 お問い合わせ先

5（日） 2025楽夢音ウィンターコンサート 14:00 大 自 無　料 楽夢音団長  鈴木克仁 
ramune_ensoukai@yahoo.co.jp

11（土） 主催  福間洸太朗リサイタル
 ～ピアノで奏でる欧州夜の旅～ 15:00 小 指 4,000円 江戸川区総合文化センター  03-3652-1106

18（土） 共催  島津亜矢 歌怪獣襲来ツアー2025 ①11:30 
②15:30 大 指 8,000円 Ro-Onチケット  047-365-9960

（平日10：00～18：00/土曜10：00～14：00）

25（土） 主催  くにまる音楽祭 in 江戸川 16:30 大 指 7,500円 江戸川区総合文化センター  03-3652-1106

施設の長寿命化のため、令和7年（2025年）2月より全館休館による改修工事を予定していましたが、
令和8年度（2026年度）以降に延期 することとなりました。施設の予約受付等、詳細はホームページをご確認ください。
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江戸川区議会は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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議員から提出された議案
－意見書は各関係機関に送りました－

※8ページに、令和5年度各会計決算のあらまし等を掲載しておりますので、ご覧ください。

■12人の議員が区政の課題について、区長に質問を行いました。
■区長から議案16件、報告4件が提出され、いずれも原案のと
おり可決されました。
■議員が提出した議案4件は原案のとおり可決され、意見書は
各関係機関に送付しました。
■この定例会の会議録は、2月上旬にできあがります。詳細は
区議会ホームページ、お近くの図書館、コミュニティ図書館、
または区議会事務局でご覧ください。

令和6年9月19日から10月25日までの37日間の
会期で開かれました。

みんなの「お金の使い道」をチェック！

決算特別委員会

区全体のお金の使い方を審査
区が動かすお金は金額が非常に大きく、分野も多岐に
わたるため一度に審査をするのは難しいです。そのた

め、分野ごとに数日間をかけて審査を行
い、細かい部分までチェックしています。
決算特別委員会の最終日には「総括意見」
を行った後、決算を認定するか否かを決
定します。

◎ 福本みつひろ　　本西みつえ　　金井しげる
○ 竹内すすむ　　小林あすか　　間宮　由美
　 中野ヘンリ　　滝沢やすこ　　小俣のり子
　 田村ひろし　　佐野ともこ　　笹本ひさし
　 林　あきこ　　所たかひろ　　関根まみ子
　 丸山れいこ　　田島　寛之　　川瀬やすのり
　 金井　高志　　大橋美枝子　　高木ひでたか
　 太田あやか　　伊藤ひとみ　　島村　和成
　 牧野けんじ　　神尾てるあき
　 きもと麻由　　ます　秀行
委員定数 20人（委員の途中交代あり）

決算特別委員会委員（◎委員長○副委員長）

Point2

決算特別委員会の様子

決算特別委員会ってなに？
区議会は区長から提出される予算案を審査して予算を決定
します。ただし、実際に予算がどのように使われたのかは
わかりません。そのため第３回定例会で
「決算特別委員会」を設置し、予算が適
正に使われたか、各事業が適切かつ効果
的に実施されているかを審査しています。

Point1

既に使われたお金を審査するのはなぜ？
既に使われたお金を回収することはできませんが、不適切
な使い方や非効率な使い方をしていれば、質疑を通じてそ
の事実を明らかにし、今後の予算編成に
反映させることができます。みなさんの
税金をより一層適切かつ効率的に使用
するために決算の審査は重要です。

Point3

○江戸川区議会会議規則の一部を改正する規則
○江戸川区議会委員会条例の一部を改正する条例
○民営火葬場の火葬料金を届け出制とする法整備及び火
葬料金適正化の推進を求める意見書
〔衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
厚生労働大臣、東京都知事　あて〕

○自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備
を求める意見書
〔国土交通大臣、経済産業大臣　あて〕

詳しくは、江戸川区議会ホームページをご覧ください。

令和6年第3回定例会の概要
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区政への質問
　9月25日に代表質問、26日に一般質問が行われ、区政全般の課題について活発な
論議が展開されました。ここでは質問と答弁の要旨を掲載します。

QRコードを読み込むと、各議員の質問映像がご覧いただけます。

代表質問

問　区民の期待を背負う新庁舎の建設並びに、
再開発ビルに予定する複合施設について。
①この先長く親しまれ、使われる新庁舎の実現
に向け、再開発事業における庁舎建設の手法に
ついて、区長の所見を。
②新庁舎建設には、ノウハウ習得や人材育成、
区内経済活性化のためにも区内事業者が関与
できる仕組みを求める。
③再開発ビルには図書館だけでなく、あらゆる
世代が使いやすい複合機能を持ち合わせた空
間の設置が理想と考える。複合施設についての
区長の考えは。
答　①特定建築者制度は、目指す新庁舎の姿
を実現するために最適な手法であると考える。
今後、適用に向け検討を進めていく。
②江戸川区新庁舎施工者選定方法等検討委員
会で公契約条例の理念を踏まえ、区内事業者の
協力も得て進めていける方法を検討していく。
③新庁舎・タワーホール・再開発ビルの３つの
建物が連携し、にぎわいや交流、防災機能をよ
り高める空間にしていきたい。
問　学校改築事業を進めていくうえでの諸課
題について。
①人手不足や建築資材の高騰等、厳しい状況
下にある学校改築事業の今後の展開について。
②予定通りに改築し子ども達により良い教育を
提供することが重要である。シンプルな設計を
基本とし、より安価で建築のしやすさを追求す
る等、新たな仕組みづくりが望まれる。設計や
工期の在り方について区長の所見を。
③見積活用方式の採用や事業者がコストイメー
ジしやすい仕組みの導入等、社会状況に照らし
た発注の在り方について。
答　①社会情勢と区の現状を加味し、事業費の
適正化や工期の見直しを行い、子ども達がより
良い環境で学校生活を送れるよう邁進していく。
②子ども達の有意義な学習環境を確保しつつ設
計内容を複雑化しないことが求められている。
社会状況の変化や施工条件の難易度等を考慮し
適正な工期となるよう努めていく。
③見積活用方式も踏まえ、適正な予定価格の設
定方法や発注の在り方を検討していく。
問　子ども達の夢を叶える学校教育について。
①学力向上のこれまでの成果と新たな展開につ
いて教育長の所見を。
②学力向上と並んで課題とされる体力向上につ
いて、これまでの成果と今後の展開は。
③フッ化物洗口の実施について子ども達や保護
者、学校の声はどのように届いているのか。

答　①今年度の全国学力・学習状況調査では
全国平均を上回る教科があった。今後も誰一人
取り残さない教育の実現に向け推進していく。
②令和５年度の都の体力調査で平均を上回った。
今後は縄跳びのプロによる出前授業を行う等、
健康な身体づくりや体力向上を目指していく。
③校長や児童からは好意的な意見が届いている。
保護者からは92％の同意を得ており、今後も
家庭と連携し歯科保健教育を推進していく。
問　就任以来、一貫して「未来を見据えた区
政運営」に取り組んできた区長の区政運営の振
り返りと今後にかける思いは。
答　先人が守り築いた歴史や伝統を守るととも
に、急速に変化する時代に対応するため皆様と
ともに歩んできた。これからも区の良さを将来
に繋いでいくため、産業を守り地域コミュニ
ティの支援に取り組んでいく。

問　「2100年に向けた区の考え」に基づく、本
区の目指す将来像について。
①2100年への区の考え方とスケジュールは。
②受益者負担の適正化と福祉サービスの再構
築について、区長の所見を。
③公共施設の再編整備と民間事業者の活用、及
びその方向性を決める仕組みづくりについて。
④未来を担う人材育成にあたる教育について。
答　①住みよい本区を未来に繋げ、12月頃に
アンケート結果に基づく個別事業を示していく。
②将来に渡って持続可能な支援にしたい。今後
も丁寧で分かりやすい説明を重ねていく。
③大規模施設整備に官民連携を導入する。組織
横断体制で区民の声も伺いながら事業を進める。
④家庭・地域・学校が連携し、教育委員会とと
もに未来にはばたく人材の育成に努めたい。
問　災害対策について。
①南海トラフ地震臨時情報への対応と日頃の備
え、住宅とライフラインの耐震化の推進を。
②大規模水害に対する今後の備えと対策は。
③災害関連死を防ぐ避難所の在り方について。
答　①備えの重要性を呼びかける。個別の啓発
活動や関係機関に働きかけ、耐震化を推進する。
②引き続き広域避難について周知する。排水機
能の維持や下水道ポンプの耐震化、また、高台
まちづくり等の推進に向け国や都と連携したい。
③避難所環境の整備と自助の啓発を進めたい。
問　災害対策における避難行動要支援者への
取り組み状況と今後の進め方について。
答　対象者へ個別避難計画の作成を通知した。
関係機関等と協力し全庁を挙げて取り組みたい。
問　本区の公立小中学校の教育について。
①学力向上に向けた取り組みとその成果とは。
②放課後補習教室における個々の学力向上の
評価と、委託事業者の評価・検証方法について。
③英語が言葉として使える英語教育について。
答　①本区独自の学力調査等を実施する。全国

学力・学習状況調査の数字に成果が現れている。
②確実にテストの点数が伸びている。事業担当
者の協議会で進捗や課題改善等を提案している。
③英語のコミュニケーション能力と、必要な基
礎・基本を確実に定着させる方策を研究したい。
問　本区の不登校対策について。
①校内別室指導支援員配置事業を来年度以降
も継続し、将来的には区内全小中学校で実施を。
②不登校児童・生徒のオンライン学習について。

③一人ひとりに合った不登校支援の推進を。
答　①支援員の配置については、実施校の成
果と課題も踏まえ、今後も検討していきたい。
②学習アプリやサービス等の導入を検討する。
③全学校で個別支援計画の作成を推進したい。
問　今後の学校プールの在り方について。
①学校改築で屋内温水プールを設置し、同学区
の学校、区民も利用できる複合施設化の検討を。
②民間委託も含めた今後の水泳授業について。
答　①複合施設化のメリットや課題、様々な意
見を踏まえ、学校プールの在り方を検討する。
②他地区の情報等も集めて研究したい。
問　区立小中学校での外国籍児童・生徒の日
本語習得の支援について。
①転入時の短期集中のプレスクールの設置を。
②タブレット端末の積極的な活用と、音声教材
を外国籍児童・生徒にも活用できるよう推進を。
答　①児童・生徒の成長に向け研究したい。
②外国籍の子も音声教材使用可の旨を通知した。
今後もタブレット端末による支援を研究する。
問　補助教材費の購入費用助成における考え、
方法や導入時期について、教育長の所見を。
答　共用できるものを学校に配備できるよう、
一部教材等の公費購入の早期実施を検討する。

問　ハラスメント根絶に向けた江戸川区の取り
組みについて。
①ハラスメント根絶に向け積極的に周知啓発を。
②ハラスメント専用の相談体制の整備・拡充を。
③内部公益通報があった場合、審査と通報者の
保護はどのように行われるのか。
答　①引き続き講座の実施や情報誌の発行等、
SNSを含む様々な手段で周知啓発に努めたい。
②各種相談窓口をホームページに掲載し、ハラ
スメント総合相談窓口の設置を検討する。
③内部公益通報は、法令・要綱に基づき厳格に
処理されており、通報者の保護は公益通報委員
会においても特に慎重に対応されている。
問　多文化共生センターの取り組みについて。
①「やさしい日本語」の普及に向けた取り組みを。
②外国人が区民と交流を深めるための施策を。

誰もが輝く江戸川区へ誰もが輝く江戸川区へ
魅力ある街・地域経済発展へ魅力ある街・地域経済発展へ
自由民主党
福本　みつひろ

誰一人取り残さない災害誰一人取り残さない災害
対策と江戸川区の教育を！対策と江戸川区の教育を！
公明党
伊藤　てる子

区立小中学校におけるフッ化物洗口の実施について

不登校児童・生徒のオンライン学習について

ハラスメント根絶、多文化ハラスメント根絶、多文化
共生、いじめ撲滅対策を共生、いじめ撲滅対策を
超党えどがわ
きもと　麻由

外国人が区民と交流を深めるための施策について
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③多文化共生センターの情報発信を、様々な
ツールを利用し能動的に行うべき。
答　①多言語による情報提供ガイドラインを策
定し職員研修を行った。区の取り組みを広報物
の表現や窓口対応等を通じ区民に知らせていく。
②地域ボランティアと連携し交流イベント等で
顔の見える関係を築いていきたい。区民主体で
活動に取り組めるよう支援していく。
③SNSやチラシ、コミュニティ等の様々な媒体
を通じて情報発信に取り組んでいく。
問　公立学校での教育に関する江戸川区の考
え方について。
①学校改築の入札不調や遅延による教育への
影響について、区はどのように捉えているのか。
②道徳教育を含めたいじめ撲滅対策の実施を。
③グローバル人材育成のための取り組みは。
答　①教職員の工夫により子ども達への影響
は最小限に抑えられると考える。
②いじめの未然防止と発生時の初期対応を強化
したい。道徳の授業をはじめとして教育活動の
様々な場面でいじめ対策の充実を図る。
③読書科や外国語指導助手を配置し、子ども達
の探求心や英語力の向上に繋げていきたい。

問　この夏の高気温・暑さを受けて。
①直射日光により高温となる公園内の遊具に対
し、注意喚起等の対策が必要と考えるが。
②学校での水泳授業を確保するための工夫を。

答　①遊具へ注意喚起のステッカーの貼付や、
ホームページで注意喚起を行う等の対策を行っ
ている。公園改修時に遮熱性の高い素材を用い
た遊具の採用等を研究していく。
②今後も子ども達の安全に配慮しながら、でき
るだけ多くの水泳指導を行っていく。
問　オンラインでの子乗せ自転車の講習会実
施等、保護者の安全意識向上への取り組みを。
答　乳児検診や３歳児健診、幼稚園や保育園
等の保護者が集まる場で、警察と連携を取り啓
発チラシを活用する等、保護者一人ひとりに安
全意識を持ってもらえるよう努めていく。
問　学童クラブやすくすくスクールでの連絡
帳や集金方法等のDX化を行い、保護者と教職
員の負担軽減を求めるが、教育長の所見を。
答　システム導入に向けた様々な課題がある。
他自治体の取り組みを注視しながら、保護者の
利便性が向上するよう研究していく。
問　子どもの能力と合わない課題や、機械的
に課題を終わらせている状況を見ると必要性に
疑問を感じる。家庭学習の意義とは。
答　家庭学習は基礎的・発展的な力を育むとと
もに、学習習慣の確立を目的としている。個に
応じた学習が可能な支援ソフト「ドリルパーク」
の活用や放課後補習教室、共育プラザにEDO
学舎を開設した。今後も子ども達が主体的に学
ぶ環境の充実と学習意欲向上を図っていく。

問　区長の立場で人と対峙する際、ハラスメ
ント防止のため配慮・注意していることは。
答　区長を含む幹部職員へ研修の実施や職員
の相談体制の整備を行った。今後も区民から信
頼される区であるため、ハラスメントが起こら
ない職場環境づくりに取り組んでいく。

問　「2100年に向けた江戸川区の考え」への
意見募集について。
①区が実施している高福祉とは。また地方自治
体の役割である「住民の福祉の増進」の認識は。
②区民参加型の意見交換の場を設けるべき。
③区民アンケートの子ども達への説明方法と、
選択肢に「その他」等の項目を増やすべき。
答　①高福祉は給食費無償化等であり、住民
福祉は住民全体や公共の利益を指すと認識する。
②今後も丁寧に区民の声を聴きながら進める。
③回答誘導の意図はなく、子ども達の意見を反
映させたい。高・中・低の３段階で聞いていく。
問　命を守る災害対策について。
①災害時の情報発信と意識啓発について。
1）情報発信はやさしい日本語等の表現を工夫し
簡潔に。自動起動式防災ラジオ設置の支援を。
2）震災対策をまとめた冊子等の全戸配布を。

3）防災センターのような常設の啓発施設設置を。
②一括遮断型感震ブレーカー普及への支援を。
③避難行動等の支援が必要な区民について。
1）個別避難計画の進捗と作成の見通しは。
2）障害者等への災害時の安否確認や支援を。
④命を守る耐震化や液状化対策について。
1）耐震シェルター設置助成の実施を。
2）地盤調査助成や液状化対策助成等の実施を。
答　①1）情報発信は創意工夫を行う。自動起
動式防災ラジオは斡旋販売を開始している。
2）電子化等の伝わる情報発信を推進していく。
3）近隣施設もあるため様々な角度で検討する。
②各家庭での自助を意識した対策を求めていく。
③1）全員の計画作成のため取り組みを進める。
2）避難所に避難行動要支援者名簿を配備する。
④1）建物全体の耐震化促進に取り組んでいく。
2）他自治体の対策助成制度等を注視していく。

問　江戸川区防災対策について。
①巨大地震注意報発表後、区民の安全確保の
ための区の対応について、区長の所見を。
②巨大地震に備え、小中学校の緊急対応マニュ

アルの定期的な見直しを。また、子ども達の命
を守る対策について教育長の所見を。
③避難行動要支援者へ個別の計画が必要と考
える。区の個別避難計画の内容と活用方法は。
答　①南海トラフ地震臨時情報の発表を受け、
情報連絡会議を開催し、情報収集や区民への情
報発信の徹底等を確認した。今後、更なる防災・
減災対策に取り組んでいく。
②児童生徒の安全を確保するため、巨大地震に
備えたマニュアルの見直しが必要と考える。今
後、教育委員会においてマニュアルに記載すべ
き項目を示して、見直しを行っていく。
③個別避難計画に避難行動要支援者の情報や
避難先、支援者等を記載しておくことで避難の
実効性を高めていきたい。また、避難先の確保
や備蓄の検討等に活用していきたい。
問　地域コミュニティ維持のための支援策の
拡充について。
①町会加入率が減少している中で、自治会活動
を維持するための対策は。
②外国人の増加を踏まえ自治会活動の支援を。
答　①町会・自治会活動のデジタル化の推進
や活動内容の理解促進等に取り組んでいく。
②町会加入チラシの多言語化等、環境整備を
行っている。今後も支援拡充を図っていく。
問　部活動の地域移行について。
①生徒の社会性や協調性の育成、教員の負担
軽減等に繋がる部活動の地域移行は急ぐべきと
考える。区はどのように進めていくのか。
②文化部の地域移行の今後の展開は。
答　①②モデルエリア校の成果や課題を検証
し地域移行を進めていく。また、運動部・文化
部とも外部指導員等の増員を積極的に進めると
ともに「一般社団法人江戸川スポーツ協会」の
地域指導員とも連携を図っていく。
問　障害者雇用促進法について。
①区内民間企業の障害者雇用の達成率は。
②障害者雇用について当事者から相談を受ける
中、どのようなことが課題と考えるか。
③法令改正を踏まえ区内企業への障害者雇用
推進が必要と考える。雇用促進の取り組みは。
答　①令和５年度は2．22％であり、年々増加
しているが全国平均より低い水準である。
②企業が雇用を断念することや、雇用主と障害
者の認識のずれ、障害者が悩みや不安を職場内
で相談できない環境が課題と考える。
③障害者就労支援センターやみんなの就労セン
ターを中心に、区内企業へアプローチを行うこ
とで好事例を増やしていく。

問　国連未来サミットを受けたSDGs等の更な
る推進について。
①本区のSDGsを加速させる取り組みは。
②未来のための協定やウェルビーイングの概念
を今後の区政に反映させるべきと考えるが。
③多文化共生センターの意義と今後の展開は。
答　①区民や事業者の他、専門性の高い団体
の力を借りて推進を加速させていきたい。
②今後も新しい情報や考えを意識して、共生社
会の実現に向けて区政を展開していきたい。
③外国人施策の展開に大きな意義がある。交流

子どもの活動と学びの子どもの活動と学びの
充実をママ目線で問う充実をママ目線で問う
無所属の会
小林　あすか

防災強化と地域支援の防災強化と地域支援の
拡充で豊かな社会を拡充で豊かな社会を
自由民主党
しかくら　勇

震災対策をまとめた冊子の全戸配布について

一般質問一般質問

区の未来は区民参加で。耐区の未来は区民参加で。耐
震シェルターと防災ラジオを震シェルターと防災ラジオを
日本共産党
小俣　のり子

水泳授業の確保について

ＳＴＥＡＭ教育をはじめＳＴＥＡＭ教育をはじめ
東京藝大との連携強化を！東京藝大との連携強化を！

公明党
佐々木　ゆういち
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イベント等で相互理解の促進に繋げていく。
問　認知症の方と介護者に対する支援の現状
とユマニチュード推進を含めた今後の方向性は。
答　ユマニチュードを推進するため、今後は認
知症理解に向けた情報提供を検討していく。
問　就労関係機関と連携強化を図り、障がい
者や就労困難者等の支援に繋がる取り組みを。
答　国や都と連携強化を図るとともに、区内企
業と良好な関係を構築し相談体制の強化を行う。
問　窓口対応職員と来庁者によるトラブルの
未然防止と現状の取り組み、安全対策の推進を。
答　防犯カメラ等が抑止に繋がっている。緊急
ボタンの設置、他自治体の事例研究等を行い、
接遇の向上と関係機関との連携を密にしていく。
問　親水公園等のバリアフリー化について。
答　構造上可能な場のバリアフリー化に努める。
問　CO2削減や物流の2024年問題等の対策と
して宅配ボックスの設置費用を補助すべき。
答　受け取り方法や配送の日時指定等重要性
を周知し、宅配ボックス設置補助は研究する。
問　使用済みのリチウム蓄電池等の回収と、発
火事故防止のための周知啓発を。
答　一般社団法人JBRCによる回収を周知して
いる。発火事故等防止の周知啓発に努めていく。
問　STEAM教育の推進について。
①STEAM教育の現状と今後の展望は。
②東京藝術大学等との更なる連携強化を。
答　①科学教育センターや読書科がSTEAM教
育に相当する。今後も区の教育資源を活用し教
科横断的な学びを取り入れていきたい。
②今後も区が抱える様々な社会課題の解決に向
け、東京藝術大学と連携を図っていく。

問　物価高と実質収入減少という区民の経済
的困窮に区はどのように対処するか。
①所得の再分配を推し進め、区が率先して区民
の「国民負担率」を下げる施策の検討を。
②逆進性が強い消費税について、区の考えを。
③社会保障施策の所得制限や世帯単位の条件
設定は差別的・選別主義的発想であり、今の時
代にそぐわないと考えるが区の見解を。
④フードバンクの活動に区の経済的支援を。ま
た、災害対策として被災者支援にも活用を。
答　①国の経済対策や動向を注視しつつ将来
世代に負担を先送りしない財政運営に努める。
②制度改正には国民的議論が必要と考える。
③施策の目的を鑑みつつ時勢に合った制度設計
と財政状況を踏まえながら行政運営を行う。
④側面的に支援をしている。災害時には共助と
して地域の助け合いに繋がると考えている。
問　リスク管理について。
①大規模災害時の避難所運営について、避難
所体制と備蓄準備、避難者のニーズへの対応は。
②大規模地震に備え住宅の耐震化や軟弱地盤
対策を。また、道路の液状化対策について。
③高齢者へ運転免許証返納を促す施策を。
④マイナカードのリスクについて区の見解を。
答　①運営方法・食事提供・環境整備に努めて
災害関連死を防ぎ、平時からの備えを啓発する。
②国や都の技術検討や費用等、動向を注視する。
③今後も啓発事業を一層進めていく。

④国のセキュリティ対策を前提に推進している。
問　会計年度任用職員の処遇について。
①正規職員との待遇格差について区の考えを。
②５年ごとの公募とする制限の撤廃を求める。
答　①職務・職責に応じ適切に設定されている。
②経済や他自治体の状況等を見極め判断する。
問　子育て世帯の負担軽減に繋がる政策を。
答　財政負担や優先順位を見極め検討していく。
問　介護の担い手確保のため独自の支援策を。
答　処遇安定のため支援金の支給を行った。
今後も国に対し適切な報酬設定を要望していく。

問　災害対策について。
①災害廃棄物に便乗して廃棄されるごみの発生
量を抑制する対策について区長の所見を。
②災害時に発生する窃盗等の犯罪への対策は。
③災害物資を必要な方に適切に支給するための
対応策について、区長の所見を。
④えどがわボランティアセンターや社会福祉協
議会と被災時のシミュレーションを行う等、連携
強化を図り災害ボランティアの効果的な活用を。
答　①仮置場の受付職員の対応力向上のため、
仮置場運営演習の実施や設置運営マニュアルの
作成に取り組んでいる。廃棄物を出さない取り
組みや、総合的な対策を推進していく。
②災害時には警察や消防、警備会社、また避難
者等も含めて防犯活動を行う。災害時の防犯対
策等は、平時から講演会等で周知していく。
③避難所避難者と在宅避難者に対応の差はない
が、備蓄物資は避難所避難者分のみのため支援
が届くまで限りある物資で賄う必要がある。そ
のため、区民へ備蓄を行うよう啓発している。
④区と社会福祉協議会、えどがわボランティア
センターの３者で協定を締結後「江戸川区災害
ボランティアセンター運営マニュアル」を策定
して災害時の連携体制を整えている。
問　改築中学校に総合体育館やスポーツセン
ターに代わる体育館の整備を求める。
答　費用面、敷地条件を踏まえ、限られた面積
を最大限有効活用できるよう研究していく。
問　心を育む取り組みについて。
①将来世代が主体となるまちづくりの一環とし
て、区内全中学校で有志による一斉ごみ拾い活
動の定期開催を。
②区内全中学生にごみ拾い用トングの配布を。
答　①各学校の状況や教育課程と調整が必要
となる。他自治体の情報を集め研究していく。
②使用ルールや保管場所等含め検討していく。

問　新しく検討される図書館について。
①住民や有識者の声を反映する検討会設置を。
②既存図書館と同規模を確保し、図書館法や江
戸川区立図書館条例に位置づく図書館を。
③検討される船堀の図書館は公共施設再編・整
備計画の対象に含まれるのか。

④区民の要望が強い地域へ図書館の増設を。
答　①区民や有識者による検討会で策定した
「江戸川区立図書館基本計画」を推進していく。
②図書館法や江戸川区立図書館条例に基づいた
施設として検討していく。
③含まれていない。今後方向性を示していく。
④時代に合った最大のサービス提供に努める。
問　区独自の給付型奨学金等の創設について。
①希望者の実態に合う給付型奨学金の実施を。
②奨学金の返済支援制度の新設を求める。
③奨学金の利用・返済状況の実態調査実施を。
答　①国や他自治体の動向を注視し研究する。
②国の制度等を注視しながら研究していく。
③現時点で調査の実施は予定していない。
問　英語スピーキングテストについて。
①ＹＥＡＲ３の登録等が難しい世帯への支援は。
②ＹＥＡＲ１・２の試験監督の把握と周知は。
③ブリティッシュカウンシルは適切な事業者か。
④実績等のない事業者のテスト実施は中止を。
答　①引き続き個別にサポートを行っていく。
②英語検定等で教員以外が監督する場合があ
る。試験監督についての周知は考えていない。
③④都教育委員会からは適正に実施されている
と報告を受けている。引き続き、課題点や問題
点があれば都へ伝えていく。

問　５歳児健診に関して。
①５歳児健診の有用性についての認識は。
②就学前に発達課題を見つける取り組みは。
③５歳児健診を実施する予定はあるのか。
答　①一定の有用性があると認識している。
②国のマニュアルや先行自治体の実施状況等を
考慮し、引き続き検討を行っていく。
③様々な課題を考慮しつつ検討を行っていく。
問　小１の壁について。
①小１の壁に関する区の認識は。
②早朝に子どもが安全に過せる環境の確保を。
答　①社会的な大きな課題と認識している。
②他自治体の動向を注視し、研究していく。

問　報道機関への公益通報者に対する保護は。
答　法や要綱に基づき適切に対処している。
問　生活保護不適切事案の内部公益通報にお
いて、調査対象である福祉部長に調査を下命し
たと都への報告書にあるが不適切では。
答　調査主体は公益通報委員会であり、福祉
部長が調査主体となった事実はなく、原因部署
に対する資料要求等で事実調査を実施した。
問　区長は安全衛生委員会の議事録の閲覧を。
答　江戸川区安全衛生委員会の設置規程に基
づき対応していく。

苦しい区民を救うのは苦しい区民を救うのは
江戸川区役所の役割だ江戸川区役所の役割だ

超党えどがわ
田村　ひろし

全中学校一斉ごみ拾い大会全中学校一斉ごみ拾い大会
を、区の恒例行事へと！！を、区の恒例行事へと！！

無所属の会
金井　しげる

図書館と給付型奨学金拡充図書館と給付型奨学金拡充
ＥＳＡＴ－Ｊ入試活用中止をＥＳＡＴ－Ｊ入試活用中止を

日本共産党
太田　あやか

５歳児健診と小１の壁対策５歳児健診と小１の壁対策
で子どもの健全育成をで子どもの健全育成を
日本維新の会
林　あきこ

公益通報者をまもろう公益通報者をまもろう
安全衛生委員会の充実を安全衛生委員会の充実を
無所属
滝沢　やすこ
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　決算特別委員会は、9月30日から10月
15日までの間の8日間にわたって、一般会
計と3特別会計の各決算について、皆様の
税金がどのように使われ、計画的かつ効果
的に執行されたか、慎重に審査を行いまし
た。（委員名簿は1ページ参照）
　委員会での審査を踏まえ、10月25日の
本会議で採決の結果、令和5年度各会計歳
入歳出決算は、賛成38・反対5で認定され
ました。

令和５年度決算に対する令和５年度決算に対する
各会派の意見・賛否各会派の意見・賛否

決算特別委員会

自由民主党自由民主党 賛成自由民主党自由民主党 賛成

シに実例を入れること。
災害用備蓄品は女性視点を活かした拡充を。
問い合わせ機能を有する一元的なハラスメン

ト総合相談窓口の設置を。

コミュニティ交通について他自治体の取り組
みを研究するとともに、策定した運行指針に基
づく持続可能な取り組みの検討を。
カーボンマイナス宣言都市として官民一体で

の脱炭素化の推進を。
子ども読書活動推進計画の策定を。
学校図書館司書の常駐及び区立図書館と学校

図書館のシステム連携を。
気仙沼市との友好都市盟約締結に向けた機運

醸成に特段の努力を。
「二十歳を祝う会」は当事者の意見を取り入れ、
厳粛な中にも二十歳の心に響く内容に。
障がいの有無に関わらず、全ての区民がス

ポーツを楽しめるよう更なる環境整備を。
区民館やコミュニティ会館等へWi-Fiの設置を。
おくやみコーナーは区民館等へ拡張すること。
事業承継の課題について、早期着手に向けた

対策やM&Aへの融資等の支援を。
区内企業の人材確保のため、奨学金返済支援
助成制度の創設や農福連携型農園の拡充を。
区特産の金魚を絶やさない特段の努力を。
出会い支援は、同年代でのイベント開催や安
全な婚活アプリの推進、結婚パスポートの特典
拡充を。
行政手続きと相談の機能が一体となったミニ

区役所への円滑な移行と場所の拡充を。
特別養護老人ホームの入所申し込みやケアマ

ネジャー業務においてICT化の早期実現を。
保育所等に第三者評価サービス受審を勧奨し、

施設の種類に関係ない保育の質の確保を。
病気や事故等で身体の一部を失った方もエピ

テーゼ等の補助対象とすること。
AEDの屋外設置について、設置場所の周知

とプライバシー保護用の三角巾の配備を。
プレコンセプションケアの周知とアプリ「ル

ナルナ」を活用した小中学生への啓発を。
私道舗装、私道排水施設改築助成事業はＬ字

側溝についても助成対象とすること。
子どもの心身の健康を守るためタブレット端

末の機能制限の導入を。
学童クラブは平日の朝7時30分から受け入れを。
個人で購入している補助教材の一部を共有化

する等、保護者の負担軽減を。
日本語学級と入学前にほんご広場の拡充、日
本語プレスクールの設置を。
中学校改築校を複合施設として、室内温水

プール設置計画への早期着手を。
初期の不登校に対する手立てとして有効な、

アプリ「今日の気持ちは」や「バーチャル・ラー
ニング・プラットホーム」の全校展開を。
認知症サポーター研修会に「新たな認知症観」

やユマニチュードを加えること。

　質疑を通じ慎重に審査した結果、令和5年度

に働きかけ、意識の共有を図ること。
区外の人にも本区へ好印象を持ってもらうた

め、駅前の美観向上プロジェクトの継続を。
戸別回収増に伴う清掃事業者の負担改善への

対応と、災害時の清掃車両避難駐車場の確保を。
また、災害発生時に清掃車両を緊急車両に準ず
る扱いにできるよう整備をすること。
高齢者の住宅確保では、保険制度の見直し等、
貸主が安心して高齢者に貸すことができる仕組
みの構築を。居住支援協議会と協力し空家を活
用した新たな高齢者向け住宅確保に努めること。
ケアマネジャーの資格取得と研修等費用に関

する助成事業について、より一層の周知を。
保育の質の向上のため「保育の質ガイドライ

ン」の周知・啓発を更に進めること。
「えどがわママパパ応援隊」の更なる周知を。
庁内での工事関係書類等の電子化・クラウド

化を進めることで、区職員の業務の効率化を促
していき、その効果を区に関わる民間事業者や
区民にも波及できるように努めること。
レンタサイクルとコミュニティサイクルの共存
共栄を目指し、区の魅力発信と観光戦略推進の
視点からシェアサイクル事業をより進めること。
区画整理事業と併せて、スーパー堤防、高規
格堤防の推進を。
犬の排尿等により金属柱の腐食が早く進み、

街路灯等が倒壊する可能性があることから、道
路等維持管理として定期的な点検の強化を。
小中学校の数に対して指導主事の人数が不

足しているため、増員をすること。また、授業
力向上のために教職員の研修強化に努めること。

修学旅行先に友好都市の鶴岡市も検討を。
放課後補習教室では英語も加わり、児童の学

力向上に繋がるよう努めていくこと。
一之江小学校の学校改築に関して、仮校舎へ

の送迎については子ども達の安全を最優先に、
送迎事業者を厳しく指導すること。
スクールソーシャルワーカーの学校配置は重
要であり、人材確保に努めること。

　区民を守る生活者優先の施策が実施されたの
か、誰もが安心して快適に住み続けられるのか、
最小の経費で最大の行政効果を挙げたのか等の
視点で審査を行った。その結果、本決算の内容
は妥当なものとの結論に至り、令和5年度各会
計歳入歳出決算を認定する。
〔主な要望〕
「来庁不要の区役所」のため、電子申請メ
ニューの拡大や相談サービスの向上を。
観光振興を推進する「観光課」の設置を。
多文化共生センターの充実と、区に定住して

いる外国人との意見交換の場を設けること。
角野栄子児童文学館の子ども達の来館推進

のため、各学校との連携を深める取り組みを。
スポーツ施設等への有料広告の導入推進を。
「住まいの防犯対策補助金制度」創設と防犯
カメラを搭載した「みまもり自販機」の設置を。
感震ブレーカーの使用方法周知のため、チラ

　適正な財政運営のもと、2100年共生社会ビ
ジョン・2030年SDGsビジョンを指針とした、
区長の区政運営が確実な前進を重ねていること
を評価し、令和５年度各会計歳入歳出決算に賛
成する。
〔主な要望〕
特別区財政調整交付金は本区の財政運営の

重要な生命線のひとつである。引き続き健全財
政の維持のため、対応と協議を続けていくこと。
人権・男女共同参画推進センターに、一元的

なハラスメント総合相談窓口機能の設置を。
学校改築では、社会的要請型総合評価一般

競争入札制度を堅持し、見積活用方式の導入に
よる適正な入札価格や工期の設定、改築校数の
見直しを行い、持続可能な事業にしていくこと。
期日前投票所を増設していくこと。
EBPMの考え方に基づいて事業の策定を行い、
継続的に事業の効果測定を行うこと。
SDGsの普及活動の一環としてユニークな

キャラバンカーで区内小中学校を訪問すること。
「江戸川区外国人区民に関するアンケート」
結果を多文化共生センターの運営に活かすこと。
新庁舎建設にあたり、地元業者が事業に参入

できるような仕組みを導入すること。
新庁舎建設に伴う複合的文化施設では、新し

い考え方による賑わいの開発に向け、連携協定
を結んでいる専門家の意見も参考にすること。
危機管理のエキスパートである自衛官OBの

採用に努めること。
災害協定については定期的な見直しと、各団

体との認識の共有、調整を図っていくこと。
区の文化施設・公共施設において、フリー

Wi-Fi等の通信環境の整備の推進を。
青少年の翼育成事業での都市訪問は英語圏

以外の地域も検討すること。
工場廃業後の跡地利用について、工場廃業の
事前届制度等、情報を共有できる仕組みの構築
を。工場跡地に住宅が建設される場合は、近隣
の工場とのトラブル防止のため、住宅購入者に
正確な説明をするよう指導すること。
産業経済部が主体となり、区内の生産物を積

極的に活用していき、需要が高まるよう全庁的

自由民主党自由民主党 賛成自由民主党自由民主党 賛成

小中学校の教員増員と研修強化について

公明党公明党 賛成

超党えどがわ超党えどがわ 賛成

ハラスメント総合相談窓口の設置について
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否定し続ける姿勢は、一人も取り残さない災害
対策とはいえない。
消費税は必要とし、使用料・利用料に転嫁す

る姿勢をかえないこと。個人情報漏洩の危険が
伴うマイナンバーカード推進の姿勢。騒音や落
下物等の危険が伴う羽田空港荒川沿い新ルート
は中止し、海上ルートに戻すべき。
区独自の教職員配置を行わない姿勢。義務教
育無償化の立場をとらないこと。一般財源を用
いた給付型の奨学金拡充を実施すべき。特別支
援教室の拡充のため、拠点校を増やし区費の講
師配置等を行うべき。新1年生の入室が進むよ
う保護者へ周知と支援を徹底すべき。英語ス
ピーキングテストは入試の公平性・公正性に課
題があり中止すべき。
国保料を軽減しない、現行の保険証廃止容認

の姿勢。値上げが続く介護保険料は区で軽減す
べき。後期高齢者医療制度は廃止すべき。

　健全財政の継続と持続可能な行政運営がな
されているかという点で審査した結果、令和5
年度各会計歳入歳出決算を認定する。
〔主な要望〕
学校改築事業において、区内業者を優先する

仕組みの入札制度は見直すこと。
機械警備はコストを削減しつつ競争入札・複

数年契約への移行を研究・検討すること。
京成小岩まちづくりにおいて、区は住民一人

ひとりの声に耳を傾け、丁寧な対応を。
引き続き5歳児健診の導入に向けて検討を。
新川地下駐車場の利用減少対策として、施設

の転用や駐車場料金の見直し等の検討を。
小1の壁対策の一環として、すくすくスクー

ルの開設時間を8時より前にすること。
不登校対策に寄与することからタブレット端

末を活用し「こころの健康観察」を全校に導入を。

　令和5年度各会計歳入歳出決算に反対する。
〔主な反対理由〕
遺体放置事件について、区役所内の情報伝達

の在り方と区長の考え方に心許なさと懸念を覚
える。また、事件発覚後に速やかに都や国へ報
告しなかった区長の判断は残念である。
「危機管理広報マスコミ向け対応マニュアル」
へ、報道が先行する場合の公益通報の考え方や
マスコミ対応について盛り込むべき。

イベント周知等加入促進に向けた対応を。
結婚パスポート事業の待遇利用に江戸川区花

火大会の観覧席招待の組み込みを。
受動喫煙防止重点区域で喫煙防止の徹底を。

増加傾向にある、ポイ捨て防止の徹底を。
主任ケアマネジャーの研修資格条件の緩和、

受講人数の拡大等、介護人材確保への対応を。
子育て世帯のニーズに合った支援を届けるた

め、引き続き丁寧な調査を行うこと。
児童相談所や保健所の職員不足の解消を。
学校改築は80年後もその場所に学校が必要

なのか等、将来の用途変更に備え検討すべき。
自転車の交通ルールを改めて周知すること。
子どもを自転車に乗せる可能性のある保護者

が集まる場での自転車ルールの周知を。
春江橋の架け替え工事は、工期ごとに説明会

を行う等住民の理解を得ながら進めること。
首都高速道路小松川線下の歩道の植え込み

部分にガードレール設置等の安全対策強化を。
すくすくスクールの課外活動を行う講師等へ

の報酬の検討や調査を行うべき。
ボランティア活動の報酬について、現場の

方々の意見の聞き取りを。
シルバー人材センター等を活用した登下校の
見守りや、学校司書の常駐配置の検討を。
文部科学省が来年度導入予定である、児童生
徒のタブレット端末と連携したロケーションフ
リーの校務用パソコンについて、迅速な対応を。
日本語指導員配置のため人材バンクの設置を。
また、80日160時間の使用上限撤廃を。
部活動指導員の確保のために報酬見直しを。
子ども達を守るため性教育の充実を。

　審査にあたり、物価高騰に苦しむ区民の命と
くらしを守る立場に立っていたか、住民福祉増
進のために高福祉が達成されているか、税金が
適正に使われたか、区政に民主主義と公正が貫
かれたか、国の政治にどのような態度をとった
かという観点で審査した結果、令和5年度各会
計歳入歳出決算に反対する。
〔主な反対理由〕
2100年プランを推進し、くらし・福祉の要

望に応えない姿勢。補聴器購入助成に消極的な
姿勢。保育従事者宿舎借り上げ支援事業で栄養
士等への支援を実施しないこと。保育士の賃金
や処遇改善を行うべき。令和5年度非課税世帯
等への給付金は支援を必要とする人を取り残し
た可能性や正確な決算という点で重大である。

国のスーパー堤防と一体のまちづくりや民間
主導の公園整備における住民不在の事業を進め
る区の姿勢は到底容認できない。耐震シェル
ター・防災ラジオ・止水板の設置等への支援を

各会計歳入歳出決算を認定する。
〔主な要望〕
学校配置計画は人口動態を踏まえた検討を。
会計年度任用職員の低給与と不安定雇用の

問題を早急に改善すること。
選挙管理委員会の報酬体系の見直しと、取り

組みや成果を積極的に区民へ開示すること。
区民が理解しやすいよう、公文書の保存期間

の基準を明示し、公文書管理条例の制定を。
残り31か所の避難所運営協議会を早急に設

立し、大規模地震への備えを。
赤ちゃんふれあい体験の回数を増やすこと。
高校生デザインプロジェクトの活動を更に広

げ、今後の実践的なプロジェクト化を。
ボランティアセンターを中心に災害ボラン

ティアの受け入れや連携体制訓練等の実施を。
葛西臨海水族園の建て替えは、各部が連携し

環境アセスメントや情報収集等の推進を。
区公共施設へ急速充電機等の設置推進を。
香害について広報やパネル展等で啓発を。
見守り配達員の香害について配慮すること。
大規模災害時の生活保護制度について、柔軟

な対応を現場に周知すること。
なごみの家の空白地域へ見守り体制整備を。
障害福祉サービスでは児童の成長を見越した
計画相談と「サポートファイルにじ」の活用を。
保育ママの保育環境改善として保育事務・料

金徴収のDX化や見守りカメラの導入を。
区内全保育施設で保育の質ガイドラインを活
用し、子育てに関わる団体等との連携強化を。
ヤングケアラーの周知啓発や支援策充実を。
事業者と連携し樹木管理や予防伐採に努め、

空き家等の樹木に対しても適切な対策を。
戸建住宅耐震改修工事助成制度の所得制限

撤廃と地盤改良の助成について検討を。
学校改築を見直し、最適な工法の導入を。

早急に運送事業者の荷捌きスペース確保を。
江戸川区スーパー堤防整備方針を見直し、気

候変動に対応した堤防設計を検討すること。
すくすくスクールで配慮を要する児童の受け

入れに際し臨床心理士や作業療法士の活用を。
保護者作成の「サポートファイルにじ」を教

員に周知し、教育支援計画に活かすこと。
子ども達に世界基準の性教育の提供を。
引き続き、上小岩小学校改築の情報提供を。
上小岩遺跡を学校内で展示・公開するととも

に、近隣地域で郷土資料室の分室として展示を。

　慎重に審査を進めた結果、令和５年度各会計
歳入歳出決算を認定する。
〔主な要望〕
小中学校改築事業の入札参加条件を緩和し、

区外業者の参加を促すこと。
東京都へ港湾計画に旧江戸川右岸まで組み

入れてもらうよう要望していくこと。
地区防災計画の実践的充実と避難所運営協

議会との関係を整理し更なる推進を。
町会に非入会の方へも意見を聞きとり、町会

日本共産党日本共産党 反対

日本維新の会日本維新の会 賛成

学校改築について

受動喫煙防止重点区域の喫煙防止対策について

こころの健康観察について

補聴器購入助成について

無所属の会無所属の会 賛成

無所属無所属 反対
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区長提出議案に対する議員別の
審議結果はこちらをご覧ください。

■10月25日議決分

件　　　名 結果

議員提出
議案

江戸川区議会会議規則の一部を改正する規則

可決江戸川区議会委員会条例の一部を改正する条例
民営火葬場の火葬料金を届け出制とする法整備及び火葬料金適正
化の推進を求める意見書

請願・
陳情 14号

都内地区に設置されている民営火葬場の火葬料金を届け
出制として適正管理することを区に求めるとともに、区
外既存の民営火葬場に関して同様な法整備を求める意見
書を都や国に提出することを求める陳情

採択

2024年（令和6年）12月1日発行　第259号2024年（令和6年）12月1日発行　第259号

議案等の審議結果 議案の内容はホームページに掲載しています。右記のQRコードからもご覧になれます。

全会一致となった議案等の審議結果
件　　　名 結果

区
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

予
　
算

令和６年度江戸川区一般会計補正予算（第５号）

可決

令和６年度江戸川区国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和６年度江戸川区介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和６年度江戸川区後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

条
　
例

江戸川区個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
江戸川区事務手数料条例の一部を改正する条例
江戸川区指定地域密着型サービス事業等の運営等に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

契
　
　
　
　
約

災害時防災用カメラ及び自営通信網設置工事（その２）請負契約
仮称南小岩七丁目土地区画整理事業立体換地建築物新築工事請負
契約
新川地下駐車場機械設備改修工事請負契約
江戸川区立小岩第一中学校改築に伴う電気設備工事請負契約の変
更について
江戸川区立一之江小学校改築工事請負契約
江戸川区立一之江小学校改築に伴う電気設備工事請負契約
江戸川区立一之江小学校改築に伴う機械設備工事請負契約

新たに受理されたもの 付託委員会

皆さんから提出された請願・陳情 請願・陳情については、こちら⇒

46号 判決の記録に関する陳情 総 務 委 員 会
参 考 送 付

47号 母（・・・※ 3）が中国で不法に逮捕されている件に関
する陳情

総 務 委 員 会
参 考 送 付

48号 羽田新ルートの運用について、教室型住民説明会の開催
を国に働きかけるよう求める陳情

生活振興環境
委 員 会

49号の1 区政等に関する陳情 総 務 委 員 会

49号の2 区政等に関する陳情 生活振興環境
委 員 会

49号の3 区政等に関する陳情 福 祉 健 康
委 員 会

49号の4 区政等に関する陳情 建 設 委 員 会

49号の5 区政等に関する陳情 総 務 委 員 会
参 考 送 付

50号 対外的情報省を設立し、食糧危機に対応することを求め
る意見書の提出に関する陳情

総 務 委 員 会
参 考 送 付

51号 マイナ保険証と現行の健康保険証の両立を求める陳情 福 祉 健 康
委 員 会

52号 学校給食の食材選定と献立作成について指針の策定を求
める陳情 文 教 委 員 会

53号

自己増殖型ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチン）を
含むｍＲＮＡワクチンの国民への接種中止及び、国民へ
ｍＲＮＡワクチンの健康被害状況の周知と、ｍＲＮＡワ
クチン接種で生じた健康被害に対する救済強化に関する
意見書提出を求める陳情

福 祉 健 康
委 員 会

54号 固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意
見書の提出に関する陳情 総 務 委 員 会

今回の定例会で取り下げられたもの

38号 江戸川区ホームページによるお問い合わせ受付に関する陳情

意見が異なった議案等に対する各会派の態度（〇…賛成、×…反対）
件　　　名 自民 公明 超党 無会 共産 維新 無所属（50音順） 結果

12人※1 12人 6人 5人 4人 2人 1人 1人
区
長
提
出
議
案

条
例

子ども未来教育基金条例 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ × 可決
江戸川区国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 〇 × ○ ○ ×

報
告 令和５年度江戸川区各会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ 〇 × ○ ○ × 認定

議員提出
議案

自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見
書 ○ ○ × 〇 ○ ○ ○ × 可決

請願・
陳情

20号 生活保護不適切取扱事案についてホットラインの設置を求
める陳情 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ×

不採択
※2

21号 生活保護受給者へのアンケート実施を求める陳情 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ×
22号 生活保護受給者を代表委員として検証委員会に加えてほし

く要望する陳情 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ×
23号 江戸川区の各施設において区議会の中継放映を求める陳情 ○ ○ × × × ○ × ×

※1 議長を除く

会派名：自民…自由民主党、公明…公明党、超党…超党えどがわ、無会…無所属の会、共産…日本共産党、維新…日本維新の会、
　　　　無所属…会派に属していない議員を左から50音順に表記しています

石川県の豪雨災害に対する
義援金について
　令和6年9月21日から23日にかけて、石川県
奥能登地方を中心に24時間あたり最大400㎜
を超える記録的な大雨が降り、土砂災害の多発
により尊い命が失われました。
　この事態を受け、江戸川区議会議員44名か
ら義援金が集まり、集まった義援金50万円は、
区議会を代表して議長により、令和6年10月3
日に石川県東京事務所に寄付されました。
　この義援金は、石川県災害義援金配分委員会
を通じて被災した各自治体へと配分されます。■義援金贈呈式の様子

議案審査における委員会への
付託について

　江戸川区議会では「区道の認定・廃止」以外の議案は全て総務委
員会へ付託していましたが、より多くの意見を審査に反映するため

に令和6年第3回定例会か
ら議案を所管の委員会へ付
託することになりました。
　各委員会の審査内容につ
きましては、区議会ホーム
ページに会議録を掲載して
おりますので、そちらをご
覧ください。■議案審査の様子

※2 不採択に賛成…○、反対…×

※3　個人に関する情報のため「・・・」で表示
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江戸川区議会事務局　江戸川区中央1−4−1　☎03−5662−6736（ダイヤルイン）

区議会広報委員会　（◎委員長　○副委員長）
◎島　村　和　成　　○関　根　まみ子
　笹　本　ひさし　　　小　林　あすか　　　小　俣　のり子

2024年（令和6年）12月1日発行　第259号

令和５年度各会計決算のあらまし
一般会計決算の内訳

歳入
3,523億円
歳入

繰入金 108億円 3.1％

地方消費税交付金
160億円 4.5％

都支出金
360億円
10.2％

諸収入 58億円 1.6％ その他 116億円 3.3％

国庫支出金
691億円
19.6％

特別区税
国庫支出金

264億円

594億円

特別区交付金
1,173 億円
33.3％

特別区交付金

16.9％

特別区税

繰越金

7.5％

3,523億円

1,173 億円
33.3％

691億円
19.6％

594億円
16.9％

都支出金
360億円
10.2％

子ども家庭費

福祉費

経営企画費
358億円
11.0％

868億円
26.7％

652億円
20.1％

子ども家庭費

福祉費

健康費
278億円
8.6％

環境費
183億円 5.6％

土木費
116億円 3.6％

都市開発費
102億円 3.1％

議会費 9億円 0.3％

歳出
3,251億円
歳出

教育費
389億円
12.0％

その他 295億円 9.1％

3,251億円

868億円

652億円
20.1％

教育費
389億円
12.0％

26.7％

経営企画費
358億円
11.0％

健康費
278億円
8.6％

※金額及び構成比は表示単位未満（億単位）を四捨五入して
いるため、合計と一致しないことがあります。
※歳出を上回る歳入の額は、翌年度の予算に組み入れられ、
区民のために有効に使われます。

区　　　分 歳　入 歳　出

一 般 会 計 3,523億円 3,251億円

国民健康保険事業特別会計 627億円 613億円

介護保険事業特別会計 517億円 504億円

後期高齢者医療特別会計 160億円 158億円

決算特別委員会で審査された令和５年度の主な事業
経営企画費 子ども家庭費

教 育 費

都市開発費

環 境 費
健 康 費

土 木 費

定例会や予算・決算特別委員会の録画映像は
こちらからご覧ください。

福 祉 費

企画調整に関する事務　382万円

母子保健　9億4,728万5千円

子育ておむつ定期便事業子育ておむつ定期便事業
0 歳のお子さんがいる家庭を見守り
配達員が定期的に訪問し、ベビー用
品をお渡しするとともに継続的な見
守りを実施した。

「2100年の江戸川区（共生社会ビジョン）」実現に「2100年の江戸川区（共生社会ビジョン）」実現に
向けたアクションプランの策定等向けたアクションプランの策定等
「2100年の江戸川区（共生社会ビジョン）」に描かれた、区の目指
す姿を実現するためのアクションプランを令和5年 9月に策定した。
策定にあたり、アクションプランに対する意見募集や来庁者アンケー
トを行った。また、共生社会ビジョンに関する出前授業を行った。

気候変動対策及び啓発に関する事務　1億1,082万9千円

再生可能エネルギーの利用促進と災害時のレジリエンス強化のため、
個人に対し、太陽光発電システム・定置型蓄電池・ポータブル蓄電
池・電気自動車等の導入費の一部補助を行った。

気候変動に備え、脱炭素を目指す補助金の創設気候変動に備え、脱炭素を目指す補助金の創設

自転車用ヘルメット購入費補助事業自転車用ヘルメット購入費補助事業

交通安全対策に関する事務　6,128万5千円

道路交通法の改正に伴い、全ての自転車
利用者のヘルメット着用が努力義務化さ
れた。ヘルメット着用を促進するため、
令和 5年 7月 1日から区民に対して最
大 2,000 円の購入補助を行った。

教育活動事業　9億5,466万9千円

外国語教育の充実を図るため、中学校英語科教員の補助として、
ALTを各学級に年間 10時間配置した。また、小学校では児童の外
国語を使ってコミュニケーションを図ろうとする意欲を高めるため、
第 3学年から第 6学年の各学級に年間 35時間配置した。

外国語指導助手（ALT）外国語指導助手（ALT）介護支援専門員実務研修受講試験等費用助成事業・介護支援専門員実務研修受講試験等費用助成事業・
介護支援専門員研修費用助成事業介護支援専門員研修費用助成事業

介護人材確保事業　4,674万8千円

ケアマネジャー（介護支援専門員）の資格
取得ならびに更新のため、必須となる試験
や研修受講に係る費用について助成するこ
とにより、人材の確保と定着・育成を支援
した。

子育て家庭支援事業　9,276万3千円

ヤングケアラーが気軽に相談でき、同様
の境遇にある者同士や経験者との交流を
通じて精神的な負担軽減に繋がる場所や
機会の提供等を行う団体の活動に対し、
活動経費の一部を補助した。

ヤングケアラー相談支援等補助事業ヤングケアラー相談支援等補助事業

西小松川町、東小松川一・二丁目地区西小松川町、東小松川一・二丁目地区

地区計画の策定　1,964万9千円

地域特性を活かした良好なまちづくりを推進するため、まちづくり
協議会から区へ、まちづくり提言書が提出された。区は提言書をも
とに都市計画手続きを進め、令和 6年 2月に都市計画決定された。
内容周知のため、まちづくりニュースの発行を行った。
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